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２０２６年度第１回 シー・ティー・ワイ放送番組審議会 議事録 

 

開催日 ２０２６年６月２日（火）１４：００～ 

場 所 シー・ティー・ワイ ３階会議室 

 

    （出席委員）  委員総数８名 出席委員７名（書面出席：小松委員） 

     委 員 長    種橋  潤治 （株式会社三十三銀行 特別顧問） 

     副委員長    小林  慶太郎（四日市大学 総合政策学部 教授） 

委  員    小松  威仁 （四日市市 市民生活部 部長） 

馬瀬  隆彦 （四日市市スポーツ協会 会長） 

佐々木 薫子 （四日市商工会議所女性部 副会長） 

松井  真理子（特定非営利活動法人 市民社会研究所 

          代表理事） 

出口  功  （特定非営利活動法人 菰野町スポーツ・ 

文化振興会 事務局長） 

 

（放送事業者側：シー・ティー・ワイ） 

             藤生  とも子 （取締役地域情報部部長） 

             諸岡  太   （地域情報部次長 兼 エフエム局長） 

             金澤  昌弘  （地域情報部 情報発信課 課長） 

             久志本 和彦  （地域情報部 情報発信課 担当課長） 
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議事（議事次第に沿って進行） 

 

１．開会    

会議は公開とし、弊社ホームページでの公開することを委員に了承頂く。 

 

２．挨拶 

  シー・ティー・ワイ 藤生取締役より挨拶 

 

３．報告 

（１）会社の近況報告 

（２）２０２６年度の放送番組について 

 

事務局より資料にそって報告 

 

 

４．番組審議 

■「ケーブルＮＥＷＳ特別企画」 戦後８０年 ある家族の物語 （２０分番組） 

２０２５年１２月放送 

 

（番組概要） 

２０２５年は、戦後８０年でした。 

「ケーブル News」では月に１度、「戦争の記憶 ８０年目の今」のコーナーを 

通して戦争を経験した人や戦争で親を亡くした人などにお話を伺って 

きました。その締め括りとして、手紙や写真など、遺された資料から 

浮かび上がった家族の絆を、番組にしてお送りしました。 

 

 

＜主なご意見＞ 

 ・遺品整理されてしまうと失われるものを、戦争の記録としてとどめておくことは

とても意義深くいい企画だった。ただ放送期間が 3 日間だけということで、もっ

と多くの方に視聴してもらう機会をつくってほしかった。 
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 ・戦争の話を直接聞く機会が少ない中、番組を通じてお話をきけて、感銘しました。

お母さんからの手紙が印象的で、最初はひらがなで書かれていたのが最後のほう

の手紙は、漢字が使われていた。それだけの月日が経っていたことやお母さんも

一生懸命勉強されたのではと心に訴えかけるものがあった。 

・残される一部の遺品がどう引き継がれていくのか気になった。 

・遺品の多さに驚いた。番組は２０分だったが、遺品の多さから時間が 

足らなかったのではと思った。 

 ・資料を残すのが難しい中で、残されたものが後世へ伝えられるというのは 

意味のあることだと思う。お母さんの手紙が印象的で、どうしてひらがなだった 

のかなど思いながら見させてもらった。 

 ・戦後８０年という節目に、このような形で残すのは、ケーブルテレビの役目で大

きな意味があったと思うし、戦争をどう語り継ぐかが難しい中で番組を通じて伝

えることはとても大切なことだと思う。 

 ・「ある家族の物語」というタイトルだが、番組内で、次の世代の人たちのことも触

れてもよかったのではないかと感じた。 

 ・加藤さんのお話がわかりやすく、話し方もとても聞きやすかった。資料１つ１つ

への思いも伝わってきたし、これを今後、若い世代にどう伝えていくのか、若い

世代がどう受け止めてくれるのかが重要だと感じた。 

 ・戦争は遠い歴史ではなく、1 人 1 人の人生や家族の記憶のなかに残り続けるものだ

と感じた。また日記という形で思いが残され、当時を生きた苦悩や願いに触れる

ことができ、デジタルが活況の時代にアナログの文字で歴史を残す大切さを改め

て実感した。 

 ・一般的に、遺品を残す場所もなく処分されがちだが、このような資料を残すため

のアドバイスなどを発信してもよいのではないか。 
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 ■特別番組 港、街、走る 第 1回四日市みなとランフェスティバル（３０分番組） 

  ２０２６年２月放送 

 

（番組概要） 

２０２６年２月１日に初めて開催された第１回四日市みなとランフェスティバ

ル。海の景色が広がる旧港エリアや再開発が進む中央通りエリアなど四日市の魅

力を感じられるロードレース大会です。 

ランナーたちが駆け抜ける姿やスタート、ゴール地点での表情、大会に関わる人

たちの生の声を、特別番組でお届けしました。 

 

＜主なご意見＞ 

 ・「走ることを楽しんでもらいたい」というスポーツの普及も目的の１つだったが 

子どもたちのジョギングの部が取り上げられてなかったのが残念だった。 

  こどもたちの活躍をみて、また次の世代がスポーツを始めるということもある 

ので次回にむけてまた検討してほしい。 

 ・イベントの名前は知っていたが、番組を通じて内容を知ることができた。 

四日市の名所がコースに盛り込まれ、今後、四日市の売りとなるイベントに 

なってほしいと感じた 

 ・四日市市内の道路を普段走ろうと思うと難しいので、ランナーにとってはとても

楽しいイベントだと思った。出場者の声のなかで、フルマラソン並みに充実した

大会と感想があったが、どのあたりが充実していたのか番組を通じて感じられな

かった。スタート・ゴール会場の様子などをもっと知りたいと思った。 

 ・スタート時は、スターターを見せるなどの演出はあってもよかった。 

・出場者の年代や当日の気温・風の状態など、映像で伝えることができない 

情報があってもよかった。 

 ・山村さんと山本くんが、掛け合いのコメントで番組を進行していくのは、 

斬新な手法で親しみがもてた。「山村さん」「山本くん」の敬称が違ったのは 

何か理由があったのか気になった。 

・手持ちカメラの映像があったが、臨場感は理解するが、揺れる映像が苦手な人も 

いるので配慮があってもよかった。 

・全体的にまとまった構成でよかった。ビューポイントもあってコースの魅力も 

伝わり、出場されなかった人も次回は出場したいと思ってもらえたのでは。 
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  レースに出場しなくても楽しめるイベントもコンセプトだったので、 

おもてなしブースの映像があってよかった。 

 ・番組を通じて、社員は実際に出場してレポートするなど、シー・ティー・ワイが

地域に根ざしていることが伝わってきた。 

  今回は、第 1 回目となるが、開催までに、いろんな苦労もされたと想像するが 

そのあたりも知りたいと思った。機会があればぜひ紹介してほしい。 

ビューポイントは、四日市のよさも伝わって、そこへ行ってみたいというきっか 

けになるのでは。 

・今後も継続してほしいという出場者の期待の声やキッチンカー・マルシェなど 

 イベントを盛り上げる人たちも取り上げてもよいのではないか。 

 継続するには、出場者や視聴者の後押しが必要。その声を定期的に発信するのも

役目だと思う。次回の取材体制に期待したい。 

・山村さんと山本くんは、もっと目立った姿で参加してもよかった。 

ビューポイントの中に、関連するイベントの紹介もあってよかった 

（みなとまつりや花火大会など）。 

・跳ね上げ橋の映像もあってよかった。 

 

 

 

５．閉会 

 

                                   以 上 


